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★冨士塚（浜富町）
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浜富町�

名
鉄
西
尾
線�

法連町�

塚には常に花が供えられ
ている

浜浜
富富
町町
にに
ああ
るる
ココ
ロロ
ナナ
ワワ
ーー
ルル
ドド
のの
出出
入入

口口
のの
隣隣
にに
、、
十十
一一
面面
観観
音音
像像
がが
祭祭
らら
れれ
たた
塚塚

がが
ああ
りり
まま
すす
。。
ここ
のの
塚塚
はは
、、
戦戦
でで
討討
ちち
死死
にに

しし
たた
武武
士士
をを
供供
養養
すす
るる
たた
めめ
にに
建建
てて
らら
れれ
たた

もも
のの
でで
、、
名名
前前
をを
冨冨
士士
塚塚
とと
いい
いい
まま
すす
。。

戦戦
国国
時時
代代
、、
三三
河河
のの
前前
線線
基基
地地
でで
ああ
るる
安安

祥祥
城城
をを
めめ
ぐぐ
りり
、、
ここ
のの
ああ
たた
りり
でで
はは
、、
松松
平平

家家
・・
今今
川川
家家
とと
織織
田田
家家
のの
間間
でで
幾幾
度度
とと
なな
くく

激激
戦戦
がが
繰繰
りり
広広
げげ
らら
れれ
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
中中
でで

もも
、、
１１
５５
４４
００
年年
にに
松松
平平
広広
忠忠（（
徳徳
川川
家家
康康
のの

ひ
ろ 
た
だ

父父
））とと
織織
田田
信信
秀秀（（
織織
田田
信信
長長
のの
父父
））とと
のの
間間

の
ぶ 
ひ
で

でで
起起
きき
たた
合合
戦戦
はは
、、
敵敵
味味
方方
併併
せせ
てて
戦戦
死死
者者

１１
００
００
００
人人
以以
上上
とと
もも
いい
わわ
れれ
るる
ほほ
どど
激激
しし

いい
もも
のの
でで
しし
たた
。。
そそ
しし
てて
、、
そそ
のの
戦戦
死死
者者
のの

ほほ
とと
んん
どど
はは
、、
戦戦
のの
ああ
っっ
たた
安安
祥祥
城城
近近
郊郊
のの

野野
原原
にに
埋埋
葬葬
ささ
れれ
、、
そそ
のの
際際
にに
冨冨
士士
塚塚
をを
含含

めめ
てて
４４
基基
のの
塚塚
がが
作作
らら
れれ
たた
のの
でで
すす
。。

ここ
のの
安安
祥祥
城城
をを
めめ
ぐぐ
るる
戦戦
いい
はは
、、
そそ
のの
後後

もも
１１
５５
４４
９９
年年
にに
今今
川川
・・
松松
平平
連連
合合
軍軍
がが
織織

田田
軍軍
をを
打打
ちち
破破
るる
まま
でで
続続
きき
、、
そそ
のの
間間
にに
亡亡

くく
なな
っっ
たた
多多
くく
のの
人人
をを
弔弔
うう
たた
めめ
、、
ほほ
かか
にに

もも
多多
くく
のの
塚塚
がが
建建
てて
らら
れれ
まま
しし
たた
。。
全全
部部
でで

基基
とと
なな
っっ
たた
塚塚
をを
、、
総総
称称
しし
てて
「「
十十
三三
塚塚
」」

１１３３とと
いい
いい
まま
すす
がが
、、
現現
在在
もも
所所
在在
がが
確確
認認
でで
きき

るる
のの
はは
、、
冨冨
士士
塚塚
をを
含含
むむ
九九
塚塚
でで
すす
。。

時時
代代
はは
移移
りり
変変
わわ
りり
、、
冨冨
士士
塚塚
のの
周周
りり
のの

様様
子子
もも
すす
っっ
かか
りり
変変
わわ
っっ
てて
しし
まま
いい
まま
しし
たた
。。

しし
かか
しし
、、
今今
でで
もも
、、
塚塚
にに
はは
常常
にに
花花
がが
供供
ええ

らら
れれ
、、
まま
たた
、、
毎毎
月月
のの
追追
善善
供供
養養
もも
続続
けけ
らら

れれ
てて
いい
まま
すす
。。

そそ
のの
様様
子子
かか
らら
はは
、、
戦戦
いい
かか
らら

年年
以以
上上

４４００００

たた
っっ
たた
現現
代代
でで
もも
、、
ここ
のの
地地
域域
のの
人人
々々
はは
、、

戦戦
死死
者者
のの
冥冥
福福
をを
祈祈
るる
気気
持持
ちち
をを
忘忘
れれ
ずず
にに

いい
るる
ここ
とと
がが
伝伝
わわ
っっ
てて
きき
まま
すす
。。

今月の案内人

上条町　渥美　 精  一 さん
せい いち

冨冨士士塚塚その１５


